長建協発第４１号
平成２０年４月１６日
各　支　部　長　様
社団法人　長崎県建設業協会　　　　
会　　長　谷村隆三　　　　
交通労働災害防止のためのガイドラインの改正について

　かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、厚生労働省では、平成６年に「交通労働災害防止のためのガイドライン」を策定し、交通労働災害防止対策を推進してきたところですが、この間、交通労働災害による死亡災害は平成６年の約半分の水準まで低下してきたものの、近年、休業４日以上の死傷災害が増加の傾向にあり、特に重大災害は平成６年と比較して平成１８年は約５０％の増加となっている状況であります。
　このような状況の下、同省では、運転状況、事業場の管理状況、交通労働災害発生状況等に関する調査等を実施するとともに、専門家による新たな交通労働災害防止対策の検討を行ったところ、自動車運転者の睡眠時間の確保に配慮した労働時間管理及び走行管理の充実、荷役作業を行わせる場合の措置、教育内容の充実、荷主及び元請による配慮、組織的な安全衛生管理の強化等について報告が取りまとめられました。

　これらを踏まえ、今般、同省では、別添のとおり「交通労働災害防止のためのガイドライン」が改正され、全建を通じ同省労働基準局長より周知依頼がまいっておりますので、貴支部会員へご周知方よろしくお願い申し上げます。
